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　礼文西漁港は鉄府地区と元地地区の２地
区に分かれています。
　このうち、元地地区は、礼文島南部の西
海岸にある第 4種漁港で、昭和27年第 4
種漁港に指定され、昭和32年整備が始まり
ました。その後、平成12年、一度整備が完
了した後、平成19年整備が再開し、平成
20年鉄府漁港と合併し、礼文西漁港になり
ました。
　元地地区は漁業生活と水産物流通の基地、
地域の生活基盤、地元、外来船の避難港と
して重要な役割を果たしています。
　水揚げされる主な魚種は、ホッケ、タラ、
スケソウ、ウニ、コンブとなっており、ホッ
ケが全体の半数以上を占めています。
　また、水揚げ金額ではウニ、ホッケ、タ
ラ、コンブ、スケソウとなっており、ウニ
が全体の 4分の 1以上を占めています。　
　一方、①荒天時における港内静穏度不足、
強風による係留漁船の船体動揺、②離島特
有の強風・降雪等による過酷な条件下での
作業等が指摘されており、漁業活動の効率
化及び就労環境改善に配慮した施設整備が
求められています。
　このため、①「避難船受入協議会」によ
る避難港指示、②港内静穏度向上、強風対
策を目的とした防波堤、防風柵の整備、③
漁船機関故障等、緊急避難に対応した上架
施設の整備等を進めています。
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北海道港湾空港建設協会　第４1回通常総会開催Report.1

  令和 8 年 4 月16日（木）ホテル札幌ガーデンパレスにおいて当協会の第41回通常総会を開催致しました。
会員数７８社のうち６１社（うち代理人委託２７社）にご出席いただき、令和 7 年度の事業報告・収支決算および監査報告、

令和 8 年度の事業計画（案）・収支予算（案）について原案どおり承認されました。
  なお、令和 8 年度事業計画として、引き続き安全管理講習会や工事報告会、北海道開発局等発注機関への要望及び意
見交換に取り組んでいくことを確認しました。

冒頭、あいさつに立った藤田会長は、はじめにイラン
戦争において物流の重要性が再認識されていること、ま
た、原油由来製品の価格上昇等が懸念されると話されま
した。

次に協会が昭和61年設立以来、港湾空港建設業の社会
的地位の向上及び発展に向け、活動を行ってきたことを
はじめ、耕地面積が日本の 4 分の １ で日本一の水揚げ高

総会の様子

を誇る北海道は日本の食料供給基地であり、四面を海に
囲まれている北海道の港湾漁港整備は絶対欠かすことが
できないこと、また、自然豊かな北海道は感染症収束後
のクルーズ船旅客の受け入れやインバウンド観光の振興
に対応した港湾空港の機能強化が望まれると話されまし
た。さらに一昨年 4 月には防衛力強化のため、特定利用
空港・港湾として、16港が指定され、さらに 1 港湾、 1
空港追加されたこと、安全保障上も道内港湾の重要性が
位置づけられたこと、働き方改革、担い手不足、生産性
向上など種々の取り組みを行わなければならないこと、
これに対応した作業船損料の見直しが図られていること、
各意見交換会等において、今後も北海道における港湾の
特殊性についても訴え続けなければならない等、これま
での取組みと合わせてまい進する姿勢を示されました。

第４1回通常総会開催
北海道港湾空港建設協会

藤田会長挨拶
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Report.1 北海道港湾空港建設協会　第４1回通常総会開催

来賓である北海道開発局の佐藤徹港湾空港部長は、日
頃の港湾・空港・漁港事業の推進、令和 8 年度予算確保
に対する当協会の支
援についてお礼を述
べられました。

次にアスファルト
をはじめとする原油
由来製品の価格上昇
等、イラン戦争の影
響を注視している旨
の話がありました。

第 9 期北海道総合開発計画については食料、観光及び
脱炭素の 3 本柱についてすべて港湾が関わっており、当
協会とのパートナーシップを図りながら整備を進めてい
きたいと話されました。

また、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等、地震発
生時における航路啓開等、当協会の協力等、災害に関す
る強靭化が必要であることも話されました。

日本港湾空港建設
協会連合会の加藤雅
啓専務理事からは、
はじめに日頃の当協
会の活動に対するお
礼の言葉がありまし
た。

次に道内港湾が物
流、産業振興、観光、災害発生時における対応等を担っ
ていること等、重要な社会インフラとして、地域の守り
手、担い手になっているとの話がありました。

また、港湾建設業が地域を支えていくためには事業量
確保、働き方改革、担い手確保等の基盤確保が必要であ
るが、特に作業船を保有・維持するためには中長期的な
事業の見通し及び事業量の確保、適正な利潤の確保が重
要であり、そのことが結果として地域を支えることにな
ると話されました。

令和 8 年度　事業計画

１ ．講習会等
　 1 ）安全管理講習会の開催　

　　�　港関係 7 団体共催による安全管理講習会を会
場及びWEB同時配信も行い、安全意識の向上を
図るとともにCPDS取得支援を行う。

　 2 ）港湾空港工事報告会の開催
　　�　港湾空港建設技術の開発、向上を目的とし、会

員が施工した港湾、漁港、空港工事の中で模範と
なる工事を対象に施工管理、品質管理等に関する
報告会を開催するとともにCPDS取得支援を行う。

　 3 ）シンポジウム等への参画
　　�　港湾空港建設技術を開発、向上させ、港湾空港

建設業の社会的地位の向上と健全な発展を図ると
ともに港湾空港整備の促進に寄与するため、関係
行政機関、関係団体と連携したシンポジウム等へ
の参画。

２ ．要望及び意見交換
　 1 ）�北海道開発局等に対し、港湾空港関係予算及び実

施に関する要望及び意見交換会の実施
　①港関係 7 団体共催による要望・意見交換会の開催
　②�日本港湾空港建設協会連合会との共催による要

望・意見交換会の開催
　 2 ）�北海道港湾振興団体連合会の一員として港湾整備

促進及び利用振興活動の参画
３ ．調査研究

　�　港湾空港建設技術の開発、向上に関する調査研究
及び資料の収集並びにその他工事の施工等に関する
事項についての調査研究の実施

４ ．会報の発刊
　�　港湾空港建設業における社会的地位の向上に関す

る宣伝及び啓発等を目的とした会報「北のみなと」
の発刊（ ３ 号予定）

５ ．他事業への参加
　 1 ）�日本港湾空港建設協会連合会が開催する行事の参

加
　 2 ）防災訓練等への参加

　　�　「災害発生時における港湾施設等の緊急的な応
急対策業務に関する包括協定」等に基づく防災訓
練等の参加

　 3 ）北海道開発局との協働事業への参加
　　�　令和 8 年度も継続される各種事業及び新規事

業の積極的参加

日本港湾空港建設協会連合会　加藤専務理事

北海道開発局　佐藤港湾空港部長
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令和 ７ 年度　安全管理講習会Report.2

令和 ７ 年度
安全管理講習会
日　時　令和 ８ 年 ２ 月１９日 （木）
場　所　ホテル札幌ガーデンパレス
主　催　北海道港湾空港建設協会　　　　　　　
　　　　（一社）北海道建設業協会港湾・漁港部会　　全国浚渫業協会北海道支部
　　　　（一社）日本埋立浚渫協会北海道支部　　　　（一社）全日本漁港建設協会北海道支部
　　　　（一社）日本海上起重技術協会北海道支部　　（一社）日本潜水協会北海道支部

北海道港湾空港建設協会（藤田幸洋会長）と道内の港
関係 ７ 団体は、令和 ８ 年 ２ 月１９日（木）ホテル札幌ガー
デンパレスにおいて「令和 ７ 年度　安全管理講習会」を
開催しました。当日は悪天候の中、各団体の関連企業や
リモート参加者を含めて１０１名（うちWeb参加者３５名）
が参加し、労働災害の現状と防止策について知識を広め
ました。

講習会は、北海道港湾空港建設協会　藤田幸洋会長の
開会挨拶で始まり、引き続き北海道開発局　港湾空港部　

港湾建設課　小林祐一専門官と北海道労働局　労働基準
部　安全課　那須 眞人安全課長より、工事の安全対策
と労働災害の防止について講演が行われました。

また、特別講演では、建設業労働災害防止協会　北海
道支部駐在　鈴木　力安全管理士より、建設業の安全衛
生対策について講演が行われました。

藤田会長は開会の挨
拶で、会場の参加者及
びリモート参加者に対
し感謝の意を表した後、
建設業の課題として、
生産性の向上、処遇改
善など働き方改革の実
現に向けた取り組みが求められているとお話ししました。
また、建設施工の ５ 大管理には、品質管理、原価管理、
工程管理、環境管理、安全管理があり、いずれも非常に
重要な管理ですが、その中でも安全管理が最も大切であ

工事における安全対策と
労働災害の防止
建設業の安全衛生対策について

〔港関係７団体が安全管理講習会を開催〕

〔主催者挨拶　藤田会長〕

〔安全管理講習会〕
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Report.2

るとし「安全は全ての事項に優先する」と強調されました。
最後に、労働災害の防止は現場に任せっきりにするの

ではなく、企業が一丸となって取り組み、経営のトップ
が率先していかなければならないと思っています。本日
の講習会を港湾建設における労働災害の防止に役立てて
いただき、今後より一層、安全管理の推進にご理解とご
尽力をお願いし開会の挨拶としました。

講演では、初めに北海道
開発局　小林専門官より

「港湾・空港・漁港工事の
安全対策について」と題し、
港湾・空港・漁港工事の労
働災害について講演が行わ
れました。
「工事事故がひとたび起きれば社会的に大きな影響を

及ぼす」と前置きし、現在、事故撲滅に向けて取組んで
いる令和 ７ 年度重点対策について紹介がありました。初
めに、港湾局の取り組みとなる「施工計画書の安全面か
らの点検強化」について説明をし、続いて、北海道開発
局の取り組みとなる「安全パトロールの強化と安全管理
講習会の開催」について説明がありました。これらの取
り組みでは、労働基準監督署や海上保安部にも参加をし
ていただき、各目線で有益な指導をしていただいている
ということでした。

次に、潜水作業を伴う「基礎捨石均し」や「ブロック
据付」等の工事で、ICTを活用し安全性を向上させる試
行工事について説明がありました。潜水作業で必須とな
る緊急浮上ボンベの配備費用は当初設計で計上し、ダイ
バーカメラ、水中同時通話装置、トランスポンダ等の費
用は協議により設計変更で計上すると説明されました。

続いて、令和 ７ 年度に発
生した死傷災害について説
明がありました。まず、全
国の港湾・空港工事では１８
件発生しましたが死亡災害
はゼロということでした。
北海道開発局の港湾・空港・漁港工事では事故 ８ 件（人
身 １ 件、物損 ７ 件）、重大事案 ４ 件が発生したと報告し、
これらについて事故発生状況の説明がありました。

最後に「事故事例を共有し、同じような事故が起きな
いよう取り組んでいきたい」とお話しし結びとました。

続いて、北海道労働局　那須安全課長より「建設工事
における労働災害防止について」と題し、労働災害の現
状と取り組みや法改正について講演が行われました。

北海道労働局では第１４次労働災害防止計画を推進し、
令和 ９ 年の死亡災害者数が４５名以下となるよう目標をた
て労働災害防止に取り組んでおります。しかし、現状は
厳しく、都道府県別死亡災害では北海道のワーストワン
が続いている状況です。業種別では建設業での発生が圧
倒的に多く、型別でみると、建設業では建設機械の巻込
まれ、林業では伐木の下敷き、畜産では機械の巻込まれ
が多く発生しているので、これらについて行政指導を強
化しているということでした。

次に、港湾工事の死亡災害事例 ２ 件を紹介し、波浪警
報発令時や津波警報発令時の対応と高気圧作業安全衛生
規則の遵守について注意喚起を行いました。

続いて、労働安全衛生法の改正と段階的な施行につい
て触れられ、これまで法の適用外であった個人事業者（一
人親方）も労働安全衛生法による保護の対象及び義務の
主体と位置付けられたことから、発注者が個人事業主に
行う指導と措置義務、個人事業主が遵守すべき義務につ
いて説明がありました。

この後、「技能講習修了証の偽造防止対策」と「高年
齢者の労働災害防止の推進」について説明をし、１８年ぶ
りに札幌で開催される「全国産業安全衛生大会」への参
加を呼びかけ、最後に、本日の参加者が無事故、無災害
で工事を終えられることを祈念し、終わりの挨拶としま
した。

特別講演では、建設業労
働災害防止協会の鈴木安全
管理士より「北海道におけ
る建設業の安全衛生対策に
ついて」と題し、講演が行
われました。

北海道の令和 ７ 年１２月末現在の労働災害発生状況は、
全産業で６,９２７名が被災し４８名が亡くなっています。建
設業では７４１名が被災し１５名が亡くなっています。昔、
炭鉱が稼働していた頃は、一度の爆発災害で１００名近く

〔鈴木安全管理士〕

〔那須安全課長〕

〔小林専門官〕
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令和 ７ 年度　安全管理講習会

亡くなることもありましたが、炭鉱が閉山し建設現場の
安全水準が向上してきたことから労働災害の発生は右肩
下がりで減少し、令和 ７ 年度の死亡災害者数は過去最低
であったことを説明しました。

北海道は全国的にも労働災害の発生が多く、近年では
仕事中の交通事故が多く発生しています。これは、高速
道路の普及により現場での泊りがなくなり日々の通勤が
増えたことと、本州より冬道の事故リスクが高いためで
す。また、北海道の人は暑さに弱いのか、熱中症の発生
も増えています。加えて、本州と比べ目標工期が雪の降
る前となるため、追込み期となる１０月から１１月に作業ミ
スによる死亡災害が増える傾向があるためですと説明し
ました。

続いて、潜水作業中と鋼矢板引抜中に発生した死亡災
害事例について説明をし、最後に、「港湾工事はクレー
ン作業あり、高所作業あり、安全衛生対策もありと色々
な安全対策が求められる現場なので、安全管理担当者の
スキルが大事です。また、各担当者が無災害であり続け
られる理由、そのための取り組みやリスク対策を説明で
きることが今のリスクアセスメント時代の考え方です」
と締めくくり特別講演の結びとしました。
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令和 8 年 2 月19日（木）ホテル札幌ガーデンパレス
において、123名の参加（うち、WEB参加37名）によ
る当協会主催の「令和 7 年度　港湾空港工事報告会」
を開催しました。

報告された工事は、令和 6 年度に葵建設株式会社、
堀松・ハラダ経常建設共同企業体、株式会社菅原組及
び勇建設株式会社が施工した 4 件で、工事を担当した技術者が工事内容、現場における課題及びその対応、地域貢献な
どを紹介しました。参加者は各工事の（工程・品質・安全）管理、創意工夫、ICTなどについて活発な質疑を行い、技
術の研鑽を深めました。

令和 ７ 年度　港湾空港工事報告会
月　日　令和 8 年 2 月19日（木）
会　場　ホテル札幌ガーデンパレス
主　催　北海道港湾空港建設協会

港湾空港工事報告会

主催者挨拶

開催にあたり、主催者を代表して北海道港湾空港建設
協会　藤田会長から当協会は昭和61年設立以来、港湾空
港建設技術を開発、向上させることを主目的として事業
を行っており、事業の発展を図るためには、各会員の真
摯で、たゆまぬ努力による技術力の開発、向上が不可欠
であること、その中で、令和 ６ 年度に完成した工事から、
難易度の高い工事、評価点の高い工事 ４ 件を選定したこ
との説明がありました。

また、発表者には日頃の研鑽の成果を十分、発揮して
ほしいと挨拶されました。

来賓挨拶

主催者挨拶の後、来賓としてお越しいただいた北海道
開発局港湾空港部　星港湾建設課長から来賓挨拶をいた
だきました。

星課長からは①最近の降雪対応をはじめ、会員企業に
対して、自然相手の厳しい条件下における事業実施に対
するお礼、②昨年度の発表内容について、国土交通省と
の打ち合わせ時に紹介しており、今年度も紹介する予定
であること、③令和 8 年度予算に係る執行予定について
説明がありました。

主催者挨拶　藤田会長

来賓挨拶　星港湾建設課長
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に各工種が集中したことから担当職員を増員するととも
にコンクリート打設回数の削減を図ったこと、②当初、
予定していた積出岸壁が漁船利用のため、使用不可に
なったこと、③揚排水ポンプ製作に 6 か月必要であるこ
とが判明したことを報告されました。

特に船揚場に関しては①上架船舶でほぼ満杯であるに
も関わらず、工事中も上下架作業が行われたこと、②工
事施工箇所近傍に移動困難な船舶があり、限られた区域
での施工となったこと、③構造物撤去工において工事着
手が 1 月中旬以降との制約があるにも関わらず、当初、プ
レキャスト部材を想定していた張ブロックが場所打ちコン
クリート構造だったことから施工方法等の見直しが必要
になったこと、④施工方法の見直し等により 3 月中旬まで
の船揚場開放が困難となり、施工範囲の変更に対応した
施工内容の変更が必要となったことが報告されました。

また、過年度工事において、流氷来襲により繰越した
経験から施工箇所前面を大型土嚢を設置し施工したこと
も報告されました。

〇天塩港航路浚渫その他工事

堀松建設工業株式会社
土木部　工事長　　小川　泰弘 氏
・受注者　　堀松・ハラダ経常建設共同企業体
・工期　　　令和 ６ 年 ４ 月 ６ 日～令和 ７ 年 3 月27日　　
・発注者　　留萌開発建設部
・工事内容　

〇航路（－ 6 ｍ）
　・春期浚渫：V=9,335㎥　
　・秋期浚渫：V=28,189㎥
　・�グラブ浚渫、土運船運搬、揚土土捨、仮設工　各

工事報告

工事報告は、葵建設（株）、堀松・ハラダ経常建設共
同企業体、（株）菅原組及び勇建設（株）の工事担当者
が工事概要、施工管理及び課題に対する対応等について
報告されました。

〇羅臼漁港突堤建設その他工事

葵建設株式会社
土木部　工事課　課長　　佐藤　祐介 氏
・受注者　　葵建設株式会社　
・工期　　　令和 ６ 年 ９ 月10日～令和 ７ 年 ３ 月２１日
・発注者　　釧路開発建設部
・工事内容　

〇突堤　
　・�構造物撤去工、本体工（ケーソン式）、本体工（場

所打ち式）、被覆・根固工、上部工　各 1 式
〇船揚場（補修）
　・�構造物撤去工、土工、舗装工、張ブロック工、張

コンクリート工、船揚場工　各 １ 式
〇用地（改良）
　・土工、舗装工、各 1 式
〇揚排水ポンプ設備（維持修繕）
　・製作工、据付工　各 1 式

・報告概要
はじめに羅臼漁港の歴史、水産業に係る現状について

説明されました。
その後、本工事の目的、工事内容等説明されました。
課題等については、①前工事の影響を受け、起重機船

入港が遅延したこと、漁業活動の影響を受け、 1 月以降
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1 式
〇防波堤（西外）
　・�ケ ー ソ ン 据 付 1 函（L16ｍ ×B8.5ｍ ×H6.5ｍ　

W=573t）
　・�撤去工 1 式、床掘（V=196㎥）、基礎捨石（V=477

㎥）、洗堀防止工（ASマット） 1 式、10t石かご
1 式、ケーソン中詰材（V=650㎥）、18t蓋ブロッ
ク 1 式、 2 t被覆ブロック 1 式、25t根固方塊 1 式、
上部コンクリート（V=278㎥）、30t消波ブロック
据付 1 式

・報告概要
はじめに公共事業用の砂の積出をはじめとする天塩港

の利用状況、次に工事内容について説明がありました。
施工条件として、浚渫関係では①供用係数について、

設計ではランク １ が実態はランク ５ に相当すること、②
水産業（サケ）の関係から 4 月は稚魚放流、 9 ～11月
は漁獲期のため施工制約を受けること、③沿岸漂砂及び
天塩川からの土砂流入による堆砂の影響を受けること、
④砂運搬船（最大 4 隻/日）航行時においては作業船団
が退避しなければならないことが報告されました。また、
防波堤（西外）では①供用係数について、設計ではラン
ク ４ が実態はランク ６ に相当すること、②天塩川からの
濁水流入を受けること、③過去の被災等を踏まえ、 8 月
中旬までに施工完了しなければならない等の条件下での
施工となったことの説明がありました。

これらの課題に対し、春期浚渫については①揚土ピッ
ト内の土砂滞留防止のため砂質土及び粘性土を混合する
ために浚渫箇所を変更したこと、②手戻り防止を目的と
して区画分割による施工管理を行ったこと、次に秋期浚
渫においては利用者会議の結果を踏まえ、施工効率向上
等を目的に従前の薄層浚渫（土厚 1 ｍ、作業効率低下等）
からトレンチ浚渫（幅30ｍ、土厚最大 5 ｍ　作業効率向
上）へ変更するとともに、進捗状況の共有を目的に 3 次
元出来形図を毎週、利用者に提供したことが報告されま
した。

また、防波堤（西外）の施工においては①作業効率向
上を目的とした、波高観測（実況）及び長期予測を活用
した振替休日及び基礎捨石均しシステムの採用、②均し

作業における手戻り防止対策として本均し範囲にブロッ
クの仮置、③工期短縮等を目的とした 2 船団配置、上部
工施工にあたっては 6 分割から 3 分割に変更、消波ブ
ロックについては呼び強度の変更（21N/mm2→27N/mm2）
による早期据付を行ったとの報告がありました。さらに
ICT施工（作業船誘導管理システム）による工期短縮も
報告されました。

　
〇函館港西防波堤改良工事

株式会社　菅原組
工事本部　工事部　工事長　　澤谷　高広 氏
・工期　　　令和 6 年 3 月13日～令和 6 年12月 2 日
・発注者　　函館開発建設部
・工事内容　

〇西防波堤
　・上部工
　　上部コンクリート　L=89.4m
　　上部ブロック運搬据付　N=26個
　・構造物撤去工　
　　コンクリート取り壊し　V=1,130㎥
〇函館港（北ふ頭ブロック作業ヤード）
　・上部工
　　　上部ブロック製作　N=26個
　　　上部ブロック製作仮置　N=14個
　・仮設工
　　　敷鉄板設置撤去　A=1‚013㎡
　　　均しコンクリート工　V=18㎥

・報告概要
工事概要の説明後、上部工について、施工効率向上、
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品質向上等を目的として当初、水中コンクリートによる
現場打ちコンクリートからVFMに基づく評価を行い、
プレキャストブロックに変更したとの説明がありました。

具体的には①水中コンクリートの場合、水中部削孔 8
日、水中コンクリート施工26日の計34日要するのに対
し、プレキャストブロックの場合はブロック製作20日、
ブロック据付 1 日、水中部削孔 4 日、薬液注入 3 日の
計28日と 6 日工期短縮が図られること、②施工位置が干
満帯のため、水中コンクリートの場合、必要となる潜水
作業がプレキャストブロック採用により省人化が図られ
ること、③波浪によるコンクリートの品質確保、型枠変
状等の影響を回避できること等を説明されました。

次に具体的なVFMの詳細について説明があり、場所
打ち53.2点に対し、プレキャストブロックが81点であっ
たことが報告されました。

工事特性については、上部ブロック海上運搬ルートは
フェリーをはじめ、旅客船航路を横断することから①利
用者をはじめとする関係者に対し海上作業週間計画表を
配布したこと、②フェリー発着時間前後30分における上
部ブロック海上運搬を回避するサイクルタイムの採用、
③事故防止を目的に大型ディスプレイを用いた作業従事
者へのフェリー入出港時刻の周知が報告されました。

次に① 4 週 8 休確保、作業効率向上を目的とした気
象・海象トータルサポートサイトの活用、②他利用者と
競合する北ふ頭（積出岸壁）における利用調整、③防波
堤機能を確保しながら工事を進めるための施工位置、施
工順序の検討について説明されました。

また、創意工夫については①VRを用いた安全教育、
②海上コンクリート取り壊し時における取り壊しコンク
リートの海中転落防止対策、③ ３ Ｄプリンターを用いた
複雑な階段部製作、④現場作業負担軽減を目的とした業
務管理課（業務支援、ICT、積算等担当）との協力体制
について報告されました。なお、 ３ Ｄプリンターによる
階段部製作は発注者、コンサル及び他建設会社等にも公
開して行われたとの報告がありました。

〇新千歳空港美沢川函渠耐震補強その他工事

勇建設株式会社
工事部　課長代理　　井田　直人 氏
・受注者　　勇建設株式会社　　　　　　　　　　　　
・工期　　　令和 6 年 6 月11日～令和 7 年 3 月 6 日
・発注者　　札幌開発建設部
・工事内容　

〇美沢川函渠
　・耐震補強工
　　コンクリート削孔　N=5‚725本
　　ポストヘッドバーD16　N=1‚695本
　　ポストヘッドバーD19　N=2‚659本
　　ポストヘッドバーD22　N=1‚371本

・仮設工　
　既設フェンス復旧　L= 8 m

・報告概要
工事目的、工事概要、施工位置の説明後、耐震補強工

法（ポストヘッドバー工法）、施工フロー及び施工内容
について説明されました。

施工上の課題として①密に配筋された既設函渠鉄筋の
損傷防止対策、②豪雨時における函渠内水位上昇を考慮
した安全対策、③制限区域内における事故防止対策の ３
点があり、これらの課題に対し、①鉄筋探査における「埋
設物非破壊探査装置」の採用、また、削孔作業時におい
て、ベンチャードリルに「金属センサードラム」を取り
付け、鉄筋感知時に瞬時に削孔を停止、②上流側仮締切
部に水位計を設置し、避難開始水位（仮締切高の ６ 割）
に達した場合、工事関係者にアラート通知等による函渠
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外への退避、③制限区域入場時における立ち入り腕章、
旗、所持品確認の確実な実施、入退場ゲート鍵にスマー
トタグを取付け、位置情報の把握を行ったことが報告さ
れました。

創意工夫については①削孔（5,725本）の出来形管理
に関し、測定結果を電子タブレットに入力することによ
り、測定時間の短縮（12hr）及びミス防止が図られたこ
と、②断面修復モルタル養生時に自動で湿潤度計測、養
生給水機械運転を行う「養生無人化システム（自社開発）」
を採用し、品質向上を図ったこと、③熱中症対策として
実況及び 1 時間後のWBGTと風速をモニター表示し、
基準値に達した場合、回転灯で周知する気象予測システ
ムの採用について報告されました。

安全対策については①狭隘な函渠内において最大 8
パーティ作業することから 3 Dモデルによる現場状況を
再現し、課題抽出、配置計画を検討するとともに、作業
員にも視覚教育を行ったこと、②函渠内は暗所及び通信
環境が悪いことから外部を含めたコミュニケーション機
能向上を目的にWiFi環境の設定、クラウド録画型ウェ
アラブルカメラの設置、全工事関係者へのシルウォッチ
貸与を行うとともに現場事務所において、各情報をモニ
タリングするとともに指示を行ったこと、③作業足場に
ついては安全性及び作業効率向上を目的として、標準的
な移動式足場ではなく、全面に作業床を設置したことに
より、安全性向上及び作業日数の短縮（15日）が図られ
たことの説明がありました。

また、工事排水による美沢川の濁水防止対策として、
沈砂タンクを設置するとともに ２ 種のろ過材を用いてろ
過処理を行ったこと、函渠内作業環境確保のために 5 m
間隔でのLED照明灯設置、酸素濃度確保のための送風
機（ 2 台）設置、硫化水素、粉塵等の測定を行ったこと
が報告されました。

講　評

最後に技術委員会、梅沢信敏副委員長より各工事報告
について以下の講評が行われました。

技術委員会副委員長を仰せつかっております梅沢です。
ご来賓の北海道開発局 星港湾建設課長様、並びに本

日の工事報告会に会場、また、WEB聴講にてご参加く
ださいました皆様、誠にありがとうございます。

講評の前に、大変ご多用の中、特別講演を快くお引き
受けくださいましたNPO法人ワインクラスター北海道・
代表理事の阿部眞久様に厚くお礼申し上げます。

ワイン通の方から私のような初級者まで、道産ワイン
の現状と魅力、また、将来性や課題につきまして、とて
も分かりやすくご講演いただき、誠にありがとうござい
ました。本日のご講演を契機に、港湾建設業を営む私ど
もも道産ワインの振興・発展に向けて、何らかの関わり
や寄与ができればと願う次第です。

本日はこのあとの交流会におきまして、阿部様ご推薦
の道産ワインを 5 種類選定していただき、実務講習を兼
ねたテイスティングタイムもご用意しておりますので、
是非この機会に道産ワインの魅力に触れていただければ
と思います。

では、ここから本日のご報告に対しまして、若干、感
想を申し述べまして、講評に代えさせていただきたいと
思います。

まずは、ご報告いただきました ４ 名の皆様、今年度も
それぞれの受注工事を担当されておられる中、本発表資
料の取りまとめ、並びにプレゼンテーションの準備、そ
して本日の発表と大変ご多忙の中、誠にありがとうござ
いました。

報告議題の一番目は、佐藤様のご報告によります葵建
設株式会社施工の「羅臼漁港突堤建設その他工事」でし
た。

本工事での特筆すべき点は、工期が 9 月から 3 月末ま
でと厳冬期を挟む約半年間の中で、施工箇所と工種の異
なる 4 つの工程を随所に創意工夫を凝らして無事故で
完工させたことが挙げられます。

特に突堤工事の上部工の打設にあたっては、支保工と
一体化させた型枠を独自に製作、導入することにより、
施工の効率化と安全性の向上を図ったこと、また、船揚
場の補修にあたっては、厳冬期の １ ～ 3 月の施工期間
に、現地の写真にもありました通り、施工場所に上架さ
れた漁船が隙間なく配置されている中での施工というこ
とで、漁業者との綿密な協議を行いつつ、施工の効率化
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と安全対策に工夫が凝らされており、高く評価できるも
のです。

一方で、既存の老朽化した船揚場施設の設計図書との
大きな乖離、すなわち、張ブロックで施工されているは
ずのものが、場所打ちコンクリートで施工され、ダミー
の目地が切られていたこと、またその事実が過去の老朽
化調査等で気づかずに、施工時に判明したことに衝撃を
受けました。本施設の施工当時の状況が不明ですので、
如何ともしがたいところがありますが、今回の緊急的な
設計変更協議や迅速かつ誠実な施工対応、大変お疲れ様
でした。

貴重なご報告、誠にありがとうございました。

報告議題の二番目は、小川様のご報告によります堀松・
ハラダJV施工の「天塩港航路浚渫その他工事」でした。

本工事は、鮭の仔魚放流や漁業期の制約がある中、貨
物船の行き交う主要航路での浚渫作業と第一線防波堤の
西外防波堤のケーソン据付作業を行うものです。

航路浚渫作業では、浚渫土砂の性状も加味した綿密な
浚渫計画を立案するとともに、浚渫出来形を可視化した
3 次元出来形図を用いて、毎週、利用者である砂運搬業
者にも情報発信し、暫定利用に対する理解を促進する取
組を行うなど、効果的かつ円滑な施工管理に努めた点が
特筆されます。

また、西外防波堤のケーソン据付工事では、令和 4 年、
5 年の過去 2 年間の類似工事において、 8 月中旬以降
にいわゆるお盆明け後の高波浪によって本体工が滑動す
るという被災があったことから、施工完了のリミットを
8 月中旬前までとして、上部工スパンの大分割施工や
ICT技術を活用した消波ブロック据付等による工期短縮
への取組を鋭意行った結果、当初の計画工程を18日間も
短縮し、無事 8 月 7 日までに完了させました。こうした
被災を防ぐ上での高い見識と技術力、そして強い責任感
に対しまして、心からの敬意を表する次第です。

貴重なご報告、誠にありがとうございました。

報告議題の三番目は、澤谷様のご報告によります株式
会社菅原組の施工による「函館港西防波堤改良工事」で
した。

当工事は、函館港の第一線防波堤である西防波堤にお
いて、劣化の著しい上部工を改良する工事ですが、特筆
すべき点としては、受注者提案により、場所打ち式から
プレキャスト部材に切り替えて、上部工を施工し、工期
短縮、品質向上等の成果を上げたことが挙げられます。
ご説明にあった通り、プレキャスト部材への変更にあ
たっては、国交省港湾局で策定された「港湾工事におけ
るプレキャスト工法導入検討マニュアル」を使用し、バ
リュー・フォー・マネー（VFM）の手法により、場所
打ち式との比較検討を行うわけですが、本報告にもあり
ました通り、多少の価格差をそれ以外の価値、すなわち、
工期短縮や品質の向上、安全性の向上といった効果の方
が上回り、100点満点で30点近くもプレキャスト部材採
用の方が高いという結果になっています。このようなこ
とから、他港や他の工種においても単純な工費比較では
場所打ち式が有利な場合にあっても本マニュアルを活用
することで、プレキャスト工法の方が総合的に有利にな
るケースが今後益々増えることが期待されることから、
これは発注者側のご当局への要望になりますが、是非、
もっと上流側の構造設計段階や発注前までにVFM評価
を終えて、プレキャスト工法を当初発注段階からより積
極的に導入していただきたいと思う次第です。

本工事に戻りますと、積出岸壁と西防波堤間の航路を
横断しての作業台船の往復に関しても、フェリーの入出
港や他の船舶の動静に十分配慮したサイクルタイムの計
画を立て、作業従事者への周知も大型ディスプレイなど
も活用して徹底するなど、安全対策にも多くの工夫が凝
らされている点も高く評価できるものと思います。この
他にも ３ Dプリンターを活用した階段部の製作につきま
して、港湾工事への適用は初めて目にしましたが、大変
ユニークかつ将来性のあるものとして、今後、各方面で
の応用が期待されます。

貴重なご報告、誠にありがとうございました。

報告議題の四番目は、井田様のご報告によります勇建
設株式会社の施工による「新千歳空港美沢川函渠耐震補
強その他工事」でした。

本工事は運用中の新千歳空港の地中部を流れる美沢川
の函渠、すなわち既設の河川トンネルを耐震補強する工
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事です。
本工事の実施に当たっては、ポストヘッドバー（PHb）

工法というせん断補強鉄筋を既設函渠の上下左右の 4
面全てに渡り、30cmピッチで千鳥配置に埋め込む必要が
あり、その際に既設の配筋を傷つけずに確実な施工と品
質確保が求められます。また、本施工にあたっては、二
人一組で 8 パーティ、最大10パーティによる作業を河川
トンネル内の密閉空間で行う計画となっておりましたが、
その際の安全対策に万全を期す必要があります。

この大きな二つの課題に対し、随所に最新技術や自動
化技術を織り込み、考えうる創意工夫を総動員するとと
もに、作業員一人一人に分かりやすく周知を図り、まさ
に作業員の命を守ることを最優先にした施工計画を立案
し、実施に移し、無事故で高品質の成果物を完成させた
ことに対しまして、心からの敬意を表する次第です。

貴重なご報告、誠にありがとうございました。

最後に、あらためまして、特別講演をお引き受けくだ
さいました阿部様、並びに、工事報告をいただいた佐藤
様、小川様、澤谷様、井田様、そして、ご来場、また
WEB聴講によりご参加くださいました全ての皆様に厚
く感謝申し上げまして、講評に代えさせていただきます。
本日はどうもありがとうございました。

講評　梅沢技術副委員長
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令和 ７ 年度　港湾空港工事報告会
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土木広報大賞2025 受賞

第 ９ 回「インフラメンテナンス大賞」
特別賞（国土交通省・技術開発部門）

五洋建設株式会社は、第 ９ 回インフラメンテナンス大賞において、「球体発射・回収装置による桟橋下面の打音調査
システム」で社会資本のメンテナンスに係る優れた技術開発として特別賞を受賞しました。

本技術は、桟橋下面のコンクリート打音調査において、安全性と作業効率を向上させるものです。無人小型ボートに
球体発射・回収装置を搭載し、遠隔操作で圧縮空気により金属球をコンクリート面に発射して打音データを取得します。
得られたデータの周波数解析を行うことで、コンクリートに発生した浮きを客観的に判定できます。この手法により、
仮設足場の設置が不要となり、従来の人員による打音に比べ調査者の身体的負担が解消され、調査に伴う危険性を大き
く減少できます。

受賞理由として、無人ドローンを用いて桟橋下面の打音検査を遠隔操作できること、点検の効率化に寄与する技術で
あると共に作業員の安全性向上に貢献する技術であることが評価されました。

※インフラメンテナンス大賞とは
インフラメンテナンス大賞は、国土交通省、経済産業省、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、環境省及

び防衛省が、日本国内における社会資本のメンテナンス（以下「インフラメンテナンス」という。）に係る優れた取組
や技術開発を表彰し、好事例として広く紹介することにより、我が国のインフラメンテナンスに関わる事業者、団体、
研究者等の取組を促進し、メンテナンス産業の活性化を図るとともに、インフラメンテナンスの理念の普及を図ること
を目的として実施するものです。

五洋建設株式会社

【港湾・海岸分野】球体発射・回収装置による桟橋下面の打音調査システム

桟橋下面の球体発射イメージ打音実施状況

小型無線ボートの外観
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＊「土木広報大賞」とは？
公益社団法人　土木学会が優れた土木に関する広報活動や作品を顕彰する賞で今回 5 回目となります。今回は88件の

応募の中から優秀部門賞をはじめ、15件が選ばれました。

土木広報大賞2025 受賞

この度、株式会社西村組は、公益社団法人 土木学会 土木広報センター主催の『土木広報大賞2025』において、北海
道の企業として初めて商業広告部門の優秀部門賞を受賞しました。

西村組では、『誰もが知っている、誰も見たことがない建設会社』をビジョンとして、社長自らがラップを披露した
採用MVの製作、インターンシップにおけるキャンプ企画の実施など、様々な取り組みを行ってきました。今回の応募
では、SNS(X)やYouTubeを用いた広報活動、弊社の歴史を題材とした舞台作品の制作など、近年の活動を取りまと
めた内容が評価されました。

昨年 6 月に札幌市の『生活支援型文化施設 コンカリーニョ』で上演した舞台作品『2436 西村組曲■序曲』では、弊
社が20年以上施工を担当している『アイスブーム建設工事』の歴史を基にした物語を上演しました。本公演は、初回公
演が満席となるなど、社内は勿論のこと、道外からも高い関心が寄せられました。

また、株式会社asir様が公開する、地方企業の若手社長への密着YouTube番組『社長ついていってもイイですか』
への出演や、各種イベントでの登壇活動などを通し、若年層を含む幅広い世代に建設業の仕事を知ってもらうことを目
的として、広報手法を広げてきました。

今後も西村組では、建設業の重要性や意義を分かりやすく伝え、人々に建設業への関心を深めてもらうために、広報
活動を継続してまいります。

株式会社　西村組



16 2026.5  No.117

我が社の安全衛生管理

我が社の安全衛生管理

1．はじめに

　当社は昭和23年創業以来、今年で78年に至っています。
　後志地方を拠点に港湾、漁港、道路、水産、農業など
の総合建設業者として事業展開を図っているところです。
　経営理念のもとに社業の発展を通じて地域社会への貢
献の精神を持って社員一同が幸せになることを目標に、
最高の技術力を結集し顧客や地域社会に対して安心して
いただける建設物の提供を目指しています。

2．店社労働安全衛生基本方針

　当社では以下の労働安全衛生基本方針を掲げており、
当社で働くすべての人々の安全第一を常に心がけていま
す。

【労働安全衛生基本方針】
　「安全第一を常に心がけ、的確な安全衛生管理を行う
ことにより労働災害の絶無を図る」
1 ）協力会社との連携を強化し、安全意識の向上と作業
手順の徹底により、ヒューマンエラーによる災害・事故
を防止します。
2 ）法令順守の徹底とリスク評価による適切な対策を図
ることで労働災害の防止に努めます。
3 ）作業環境向上と健康管理を常に心がけ、疾病の予防
と快適で安全な職場形成に努めます。

3．店社安全衛生管理計画

　労働安全衛生基本方針をもとに、年度当初に店社統一
安全スローガンや安全重点施策、実施項目などを定めた

「店社安全衛生管理計画」を策定しています。
　各作業所では、店社安全衛生計画に基づき、施工計画
当初に作業所安全衛生管理計画を策定した上で各作業所
での安全目標を設定し、労働災害ゼロを目指します。

4．店社安全衛生管理活動

１ ）安全大会
　毎年 5 月に当社・関連会社および協力会社合同で「環
境・労働安全衛生・交通安全大会」を実施しています。

　安全祈願、社長による訓辞をはじめ、社員表彰、安全
教育や安全講話などにより、労働災害ゼロへの意識向上
を図ります。

２ ）店社安全パトロール
　事業部長および役職員による「安全推進委員会」を組
織し、毎月 1 回店社安全パトロールを実施し、各作業所
の労働安全衛生の管理状況を点検しています。
　この点検では現場担当者とは違った視点で実施し、ま
た是正箇所の指摘だけではなく、創意工夫などでの推奨
事項を取り上げ、他作業所への水平展開を実施して現場
環境改善を促しています。

株式会社吉本組　執行役員事業部長　高橋　英二

環境・労働安全衛生・交通安全大会　社長訓辞

環境・労働安全衛生・交通安全大会　安全講話

店社パトロール実施状況
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３ ）吉祥会（協力会）パトロール
　安全推進委員会を中心に会長、社長、役職員ならびに
協力業者合同で協力会パトロール「吉祥会パトロール」を
実施し、各作業所の労働安全衛生の管理状況を確認し役
職員ならびに協力業者間の安全意識の共有を図っています。

5．作業所安全衛生管理活動

　工事着手前には担当者をはじめ、役職員による施工前
検討会を実施し、想定されるリスクの抽出、リスクの軽
減策を検討します。着工後に新たに発生したリスクにつ
いても、本社の指導の下、現場においてリスク軽減を図
り、労働災害ゼロを目指しています。
　施工中は安全朝礼・危険予知活動、新規入場者教育・
作業手順周知会の随時実施、月次安全教育や災害防止協
議会の実施など様々な安全活動を行い、リスク軽減と安
全意識高揚に努めています。

　月次安全教育は従来の安全資料・安全ビデオだけでな
く、 3 DモデルやVRゴーグル等を使用して従事する労
働者にわかりやすく、また実体験に近い体験を得られる
ように工夫し行っています。

6．むすびに

　建設業の担い手不足が進行するなか、時代の変化に柔
軟に対応しICT施工や働き方改革に積極的に取り組み、
また、中高生の職場体験やインターンシップ受け入れ等
で建設業への興味が湧くように活動しております。
　これからも本社・作業所・協力業者が一丸となり、関
係者一人ひとりが「一歩前進」の精神を常に心がけ日々
邁進することで労働災害の絶無を目指していきます。

吉祥会（協力会）パトロール

中高生の職場体験

3 Dモデルを使用した新規入場者教育

VRゴーグルを使用した安全教育
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　私の趣味というコーナーではありますが、残念な
がら今現在、自信をもっていえるものを持ち合わせ
ておりません。学生時代は、音楽を聴いたり本を読
んだりしていろいろ語れるものがあったのですが、
今はそこまで熱中しておりません。色々頭を巡らせ
ていたところ、ご紹介できると思いついたのがタイ
トルにもある道の駅めぐりです。仕事含め、様々な
用事で全道各地色々な地域にお伺いすることが多く
あります。その合間に道の駅を訪れていることに気
づきました。そこで、今回のテーマを道の駅めぐり
とさせていただきました。
　原稿作成の現在で北海道の道の駅は124か所ある
そうですが、調べたところ私は約 3 分の 2 の道の
駅を訪れたと思います。もしかしたら本記事を読ま
れた方にも全道の駅を制覇した方がいらっしゃるか
と思いますが、私自身はまだまだ道半ばの立場とし
ての記事であることをご理解ください。
　道の駅めぐりのきっかけについてお話いたします。
きっかけは新型コロナウイルスでした。新型コロナ
ウイルスの影響により様々な行事が中止され、以前
より時間がある一方で道外に行くことが難しくなり
ました。コロナ感染者数が落ち着いている期間に道
内旅行を楽しもうと考えました。色々な地を訪れる
中で、妻から道の駅のデジタルスタンプラリーにつ
いて教えてもらいました。これは、スマートフォン
のGPS機能を利用し、道の駅にいる状態でサイト
にアクセスすると自分のアカウントのアカウント上
のスタンプがたまっていくものです。本物のスタン

プもありますが、このサービスを利用していました。
道の駅に行けば、私自身がこれまで知らなかった各
地の名産品や食べ物があり、レストランで食べるこ
とやお土産を購入することもできますし、休憩をす
ることもできます。また、各地の道の駅自体に特徴
があり驚きがあることや、ほかの施設に併設した形
で設置しており現地に行くことで別の施設に行く
きっかけにもなりました。
　個人的なおすすめの道の駅をいくつかご紹介した
いと思います。一つ目は、長沼町のマオイの丘です。
こちらは、カルディの会社が運営しておりショップ
も大変充実しており、建物もしゃれています。野菜
の直売所も充実しており、地元で収穫された野菜を
購入することができます。レストランも本格的でピ
ザ窯で焼いたピザを食べることができます。この道
の駅は、目的地として長沼町を訪れるきっかけにな
りました。道央圏連絡道路のランプにも近くアクセ
スも良いです。

『たくさんある
北海道の道の駅めぐり』

白崎建設株式会社　代表取締役社長　白崎　喬大

道の駅 　花ロード恵庭
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　次にご紹介するのはみたら室蘭です。この道の駅
は白鳥大橋の近くにあります。道の駅にも室蘭のお
土産が多数そろっており、道の駅自体の中にも魅力
はあります。室蘭のお土産ボルタも豊富に取り揃え
ています。一番の魅力は白鳥大橋です。これまで何
度か釧路の人と一緒に室蘭に行きましたが、室蘭か
らの帰り道は一度道の駅に寄った後に白鳥大橋を
通って釧路に帰るようにしています。一緒に行った
人からは白鳥大橋から見る景色に感動している方が
おり、いつも少し遠回りしてよかったなと思ってい
ます。

　次にご紹介するのは、道の駅 厚岸グルメパーク
です。こちらの道の駅のポイントは何といっても食
です。「北海道・道の駅スタンプラリー」の完走者
が選んだ道の駅ランキングにおいて、「いちおしの
〝おいしいもの〟」で毎年 1 位を獲得しておりま
す。厚岸の牡蠣をはじめとした、おいしいものを堪
能することができます。
　次にご紹介するのは、道の駅 スワン44ねむろで
す。こちらの魅力は何といっても風連湖です。根室
市はバードウォッチングの聖地で日本に生息する鳥
の多くが確認されております。風連湖は日本最大級
の白鳥の飛来地でもあります。また、手つかずの自
然が残っている春国岱も近い場所にあります。
　このように道の駅には様々な特徴があるだけでな

く、道の駅に寄ることで、別の場所の魅力に気が付
くこともあります。北海道各地の魅力を改めて認識
することができます。北海道は広く、地域によって
特徴は大きく異なります。北海道内で旅行に行かれ
る際は道の駅をもとに行き先を決めてみてはいかが
でしょうか。また、道内で出張される際は、道の駅
に寄ってみてはいかがでしょうか。

道の駅 ぐるっとパノラマ美幌峠
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小樽港防波堤施設
（北防波堤、南防波堤、島防波堤）が
国の重要文化財に新指定
～百年を超えて小樽港を激浪から護り続ける長大な防波堤～

小樽開発建設部　小樽港湾事務所

　このたび、小樽港の三つの防波堤（北防波堤、南防波堤、島防波堤）が、文化審議会文化財分科会での審議・議決を
経て、重要文化財に新規指定するよう文部科学大臣に答申され、令和 8 年 1 月15日の官報告示をもって、「小樽港防波
堤施設」として正式に国の重要文化財となりました。これは、北海道開発局の土木構造物としては初めての重要文化財
指定となりました。

　（登録の概要）　
　小樽港防波堤施設　 ３ 所
　　　北防波堤　延長1‚559.9m（完成年：明治41年）
　　　南防波堤　延長914.8m（同：大正前期）
　　　島防波堤　延長915.5m（同：大正 9 年）
　　　附　旧北防波堤斜塊 1 個、銘板 4 枚
　（所在地）�北海道小樽市手宮 1 丁目地先、同築港地先、

同築港 2 番 2 号
　（所有者）国（国土交通省）

　小樽港防波堤施設の整備は二期に分けて行われ、第一期工事（明治30年～同41年）では北海道廳（庁）技師であり「港
湾工学の父」と称される廣井勇（小樽築港事務所初代所長）が中心となり、北防波堤が建設されました。廣井は風や波、
地質の調査をはじめ、海底地盤の強さ、捨石の挙動、コンクリート強度など、数多くの入念な調査を重ね、その成果を
設計・施工に反映させました。
　続く第二期工事（明治41年～大正10年）では、北海道廳（庁）技師の伊藤長右衛門（小樽築港事務所第三代所長）が
中心となって南防波堤、島防波堤、そして北防波堤の延長部が整備されました。
　小樽港防波堤施設は、巨大なコンクリートブロックを傾斜して積み上げる手法や鉄筋コンクリート製ケーソンによる
安定性に優れた構造体と、火山灰を混合した経済性と強度を両立したコンクリート技術により、竣工から100年以上経
過してなお激浪の衝撃に耐え続ける、明治期及び大正期の最高水準の港湾技術で築かれた土木構造物です。また、日本
人技術者が調査、計画、設計、製作、施工までの全てを統括して完成し、北海道開拓の重要拠点である港湾都市小樽の
発展を支え続けた記念碑的な大規模港湾施設でもあり、近代港湾史上、価値が高いものとして、重要文化財の指定とな
りました。
　小樽港湾事務所では、先人たちが築いた技術力と挑戦の精神を受け継ぎ、これらの歴史的資産の保全と活用に一層取
り組んでまいります。

写真- 1 　小樽港防波堤施設

北防波堤

島防波堤

南防波堤
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図- 1 小樽港防波堤施設　断面図
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Topics.2

小樽港が北海道で初めての
「みなと緑地PPP」に認定

～港湾環境整備計画制度（みなと緑地PPP）の道内１号案件が認定されました～

　小樽港は、古くから鮭や鰊の豊漁地として知られてきましたが、明治初頭に石炭の積出しや内陸部への物資供給の中
継港として発展し、明治 32 年に外国貿易港に指定されて以来、開港から126 年を迎える歴史ある北海道日本海側の重
要港湾です。近年では、物流拠点としてだけではなく、クルーズ振興を核とした観光・交流拠点としての役割も果たし
ています。
　小樽港第 ３ 号ふ頭においては、令和 ６ 年 ４ 月に大型クルーズ船対応岸壁等が整備され、周辺では令和 ６ 年 ３ 月に小樽
国際インフォメーションセンターのオープン、令和 ７ 年 ８ 月には小樽港観光船ターミナルが供用開始されており、これ
らの大部分は「みなとオアシス小樽」を構成する施設として、市民の交流の場や観光地として賑わいの場となっており
ます。
　国土交通省港湾局では、みなとの賑わい空間を創出するための制度として、民間事業者に対し、港湾緑地等の行政財
産の長期貸付け（概ね３０年以内）をすることで、カフェ等の収益施設の整備と収益の一部を還元して緑地等のリニュー
アルや維持管理を行うことを可能とする認定制度（みなと緑地PPP）を創設しました。
　小樽市（小樽港港湾管理者）では、第 ３ 号ふ頭及び周辺区域において、周辺の観光資源との連携による回遊性の向上
と地域活性化を図ることを目的として、みなと緑地PPP制度を活用した民間事業者の公募を行い、令和 ８ 年 ３ 月31日に
港湾環境整備計画の認定を行いました。なお、本件は北海道での １ 号案件（全国 ６ 号案件）となります。
　令和 8 年 4 月 １ 日に供用が開催された第 ３ 号ふ頭基部緑地「おたるポートスクエア」では、 7 月に認定事業者であ
る株式会社小樽観光振興公社によるコンテナカフェ等のオープンを予定しており、港湾緑地等におけるさらなる賑わい
空間の創出が期待されます。

小樽市　産業港湾部　港湾室
北海道開発局　港湾空港部　港湾計画課

小樽港第 3 号ふ頭基部緑地周辺における賑わい空間の整備状況
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関口信一郎著  北海道みなとまちの歴史
【増補改訂版】刊行

―近代築港と北のフロンティア―

＜北海道の港町形成史と近代築港のルーツを北海道開拓の歩みとともに辿る独創的通史＞

　令和 3 年（2021年）、北海道開拓と港町の形成に、明治期に海外から移植された近代築港の科学と技術が貢献した事
実を明らかにした本邦初の港湾史（北海道みなとまちの歴史）が新たに 6 章を増補したリニューアル版として刊行され
ます。
　
　千島列島を含む北海道の開拓と港町の展開を海陸の交通ネットワークと北洋漁業をはじめとする産業の進展を軸に概
説。さらに函館・小樽・苫小牧・釧路・室蘭・網走・留萌・稚内など道内11港について詳述しています。
　同時に港の建設とそれに伴う産業経済の発展により港町が発展した過程が歴史的・空間的に把握できるように配慮し
ました。小樽運河や釧路港の建設過程など従来の歴史書において不正確な点も訂正した北海道港湾史の決定版です。

　刊行予定：令和 8 年 9 月
　装　　丁：A 4 判　並製478ページ
　予　　価：4‚840円（税込み）
　出 版 社：亜璃西社（アリス社）
　申し込み方法：FAX：011-221-5386

刊行書籍のご案内
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Information

◎訃　報

当協会会員　石塚建設興業株式会社　代表取締役会長　
石塚宗博氏が令和 8 年 3 月13日ご逝去されました。
　石塚宗博氏は長年にわたり建設業界の発展に尽力され、
平成11年から 6 年間稚内建設協会会長を務められまし
た。平成 ７ 年藍綬褒章、平成12年稚内市政功労者表彰、
平成15年には勲五等双光旭日章を受章されました。ま
た、平成14年から稚内港湾振興会会長を歴任され、平成
19年には北海道開発局港湾功労者としても表彰されま
した。
　ここに謹んでお悔み申しあげます。

故 石塚　宗博  氏
昭和7年10月生まれ
� （満95歳）

　略歴
　昭和32年 3 月　大阪府立大学工学部　　卒業
　昭和32年 3 月　石塚造船建設所　　　　就職
　昭和40年10月　石塚建設興業株式会社　専務取締役
　昭和44年 3 月　�石塚建設興業株式会社　代表取締役

社長
　平成17年 4 月　�石塚建設興業株式会社　代表取締役

会長

　団体歴
　昭和52年 4 月　北海道建築士会宗谷支部　支部長
　平成 6 年12月　社団法人稚内商工会議所　常議員
　平成11年 2 月　稚内建設協会　会長
　平成11年 2 月　稚内市建友会　会長
　平成11年 5 月　社団法人北海道建設業協会　理事
　平成13年11月　社団法人稚内商工会議所　副会頭
　平成14年 5 月　稚内港湾振興会　会長

◎行事

１ ．令和 ７ 年度　第 ３ 回広報委員会
　　月日：令和 ８ 年 ２ 月１２日（メール開催）
　　概要：会報（北のみなと117号）掲載内容

２ ．日本港湾空港建設協会連合会　第９１回運営委員会
　　月日：令和 ８ 年 ２ 月１６日
　　場所：KKRホテル東京
　　概要：連合会表彰、総会議案審議（西村副会長出席）

３ ．令和 ７ 年度　安全管理講習会
　　月日：令和 ７ 年 ２ 月１９日
　　場所：ホテル札幌ガーデンパレス
　　概要：�北海道開発局、北海道労働局及び建災防から

講師を招聘した安全管理に係る講習会（港関
係 ７ 団体共催）

４ ．令和 ７ 年度　港湾空港工事報告会
　　月日：令和 ７ 年 ２ 月１９日
　　場所：ホテル札幌ガーデンパレス
　　概要：�港湾・空港・水産関係工事に係る報告及びワ

インクラスター北海道の阿部理事を招聘した
特別講演

５ ．常任理事会
　　月日：令和 ７ 年 ３ 月 ３ 日
　　場所：ホテル札幌ガーデンパレス
　　概要：総会議案審議、各種表彰
　　　　　　　 
６ ．第４９回理事会及び第４１回通常総会
　　月日：令和 ８ 年 ４ 月１６日
　　場所：ホテル札幌ガーデンパレス
　　概要：令和 7 年度事業報告及び令和 8 年度事業計画

◎事務局だより◎
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◎業界だより◎
◎会員代表者の交代
　●あおみ建設株式会社北海道支店

支店長　吉見　幸教　　令和 ８ 年 ４ 月

　●株式会社工藤組
代表取締役社長　福西　秀幸　　令和 ８ 年 ４ 月

　●清水建設株式会社北海道支店
執行役員支店長　清水　　宏　　令和 ８ 年 ４ 月

　●みらい建設工業株式会社北海道支店
支店長　大井　光治　　令和 ８ 年 ４ 月

　●ＲＮ建設株式会社北海道支店
（旧社名：りんかい日産建設株式会社）
支店長　坂本　則雄　　令和 ８ 年 ４ 月

◎広報委員会だより◎
　令和 8 年 4 月現在の広報委員は以下のとおりです。
委 員 長 小 林 　 孝 範 東亜建設工業㈱
副 委 員 長 古 田　 圭 也 東洋建設㈱
　　（ 部 会 長 ） 宮 部　 秀 一 ㈱菅原組
　　（副部会長） 上 野　 　 強 釧石工業㈱

髙 木　 哲 夫 萩原建設工業㈱
千 葉 不 二 夫 勇建設㈱
小 玉　 茂 義 東亜建設工業㈱
今 林　 　 弘 菱中建設㈱
阿 部　 　 勝 五洋建設㈱
相 馬　 　 洋 近藤工業㈱
岡 元　 節 雄 ㈱不動テトラ
高 橋　 啓 司 あおみ建設㈱

＊広報委員会からのお願い
１ ．新造船（機械・装置含む）の紹介
２ ．注目される工事の着工、完成
３ ．工事現場の紹介
４ ．各地域の技術研究会・イメージアップ事業
　　等のご投稿をお待ちしております。



北海道港湾空港建設協会　案内図

市
営
地
下
鉄
東
豊
線

市
営
地
下
鉄
南
北
線

北口バスターミナル

北海道大学

JR札幌駅
（南）

小
田
ビ
ル
4
階

北
海
道
港
湾
空
港
建
設
協
会

第一合同庁舎
●

北九条小学校
●

「写真提供：稚内港湾事務所」

会報「北のみなと」 No . 117
発行年月　 令和 8 年 5 月
発　　行　 北海道港湾空港建設協会　  　会長　藤田　幸洋
　　　　　 札幌市北区北９条西３丁目10- １（小田ビル４階）
　　　　　 TEL（０１１）７０７－４７３１ ＦＡＸ（０１１）７０７－４７３３
　　　　　 https://www.hokkaido-kkk.jp
　　　　　 Email:hkkk@h4.dion.ne.jp
編　　集　 北海道港湾空港建設協会　広報委員会
　　　　　 編集責任者　 宮部　秀一
印　　刷　 ㈱須田製版

静穏度向上を目的とした防波堤及び強風対策の防風柵（左側）整備


